
春休み延長署名で、 
教育現場からの 

「働き方改革」を！ 
現在取り組んでいる「春休みの延長を求める署名」は、５月２５日の時

点で３００筆弱となりました。これは、釧路管内の小中学校で働く教職員の

２割弱にあたりますが、回収できていない分もありますので今後も増えてい

くことが期待できます。もし「賛成だ！」と考えていてまだ署名していない

方がいましたら、ぜひご協力下さい。 

この署名は、私たち全釧路教職員組合が毎年夏休みに行っている各教育

委員会との懇談の中で活用させていただきます。また、学校管理規則を改正

する際にも後押しとなる貴重な資料になると考えています。教育現場から多

くの声を届け、一歩ずつでも前進させていきたいと考えています。 

この署名は、残念ながら組合員の所属する職場でしか取り組めていませ

ん。本来なら全小中学校で取り組めるといいのですが、組合員の数も限られ

ているため、全ての職場まで行き届かせることができないのが現状です。全

釧路教職員組合では、共に活動してくれる仲間をいつでも

待っています。もし組合に興味がありましたら、下記メー

ルアドレスもしくはQRコードからご連絡ください！ 

 
zenkushiro@gmail.com 

えがお署名にも 

ご協力を 

こちらの署名は国に対して教育予算

の増額を直接要求するための署名です

。グラフを見てもわかるように日本の

教育予算はOECDの平均を大きく下回っ

ているにも関わらず、政府は防衛費（

軍事費）を５年間で倍増させるとして

います。 

このようなお金の使い方に「NO！」の声を上げるためにも、ぜひ署名で

あなたの意思表示をしていただきたいのです。 

 

釧路にも ぜひ 学校司書の配置を! 
読書推進のためにも、授業準備にも、子どもたちの調べ学習のためにも

図書室の役割は大変重要なものがあります。そして、学校司書の配置がます

ます切実なものになっています。 

２０２３，６月
釧路教職員

全教職員配布 

mailto:zenkushiro@gmail.com


文部科学省は、第６次「学校図書整備等５か年計画」に基づき、単年度

で４８０億円、５年間で２，４００億円の地方財政措置を講じています。そ

の中でも学校司書の配置については、小・中学校等のおおむね1.3校に１名

の配置ができるよう２４３億円の予算を計上しています。 

では、釧路市にはどのくらいの地方交付税が配当されているのでしょう

か？地方交付税算定額の試算方法（計算式）というものがあります。そこに

当てはめると以下のようになります。 

   

〔学校司書費〕 小学校 ２６校 × １１４万８千円  

＝ ２，９８４万８千円 

   

       中学校 １５校 × １１０万６千円  

＝ １，６５９万円 

合計で4,643万8千円 

道内の主要都市では、旭川市５２人配置、函館市１５人配置、苫小牧市

１２人配置（全小学校）など、学校司書の配置が進んできています。 

釧路市も、毎年1名ずつでも着実に学校司書を配置する計画を本気で検討

し、実現させてほしいと私達は考えています。 

映画「教育と愛国」上映会 
２０１７年にＭＢＳで放送された番組「映像’１７教育と愛国～教科書で

今何が起きているのか～」はその年のギャラクシー賞テレビ部門大賞をを受

賞するなど大きな注目を受けています。その後、新たな取材を加え、書籍化

及び映画化されました。 

本上映会当日は、当事者として映画にも登場した平井美津子氏（大阪公

立中学校教師）のトークイベントも併せて行います。ぜひご参加ください。 

日 時 ７月８日（土） ①１０：００～  ＋ トークイベント 

②１４：００～  ＋ トークイベント 

③１８：３０～（トークイベントから入場可） 

会 場 釧路芸術館（釧路市幸町４丁目） 

参加費 １０００円（高校生以下無料） 

 

ぷち実践講座 その３ 

今後の日程 
６月 ２日（金）１７：３０～ 釧路市校長会との懇談 

３日（土）１３：３０～ 街頭署名行動 

コープさっぽろ星が浦店 

８日（木）１８：３０～ 保育と教育の会学習会 

７月 １日（土）       第２回連続教育講座 

８日（土）       映画「教育と愛国」上映会 

釧路芸術館（３回上映） 

８月 １日（火）～５日（土）矢臼別平和盆踊り大会設営 

５日（土）      第５８回矢臼別平和盆踊り大会 

７日（月）～９日（水）原水爆禁止世界大会（長崎） 

編集後記 
運動会シーズン真っ盛りになりました。もう終わったという学校も多いかも知れませ

んね。コロナが明けて、いろんなことがほぼ以前の通りにできるようになってきて、子
ども達ものびのび活動しているように見えます。コロナは大変でしたが、一つだけ良い
点を挙げるとすれば、明けた今でも衛生に関する気持ちが残っているということでは
ないでしょうか。みなさんの周りはどうですか？ 

さて、釧路湿原マラソンも復活（７月３０日）とのこと。また１５kmウォークに挑戦してみ
ようかな、などと思っています。気の置けない仲間とTシャツなんか作って参加するの
も楽しそうです。 

用紙を工夫してみる 
子ども達に文章を書かせると、作文よりは詩、詩よりも俳句（川柳）の方が

取り組みやすいようです。使う文字の数の違いなのかと思います。それはさ

ておき、書かせるためのちょっとした工夫。書くものによって用紙を工夫す

ると取り組みやすいようです。 

短歌や俳句だったら、画用紙を細く切って短冊状にして使い、色やイラス

トなんかも添えるとぐっと雰囲気も出て子ども達も喜びます。 

詩を書くときは原稿用紙を横に半分に切り細長くして使うことで「短い

言葉」で表そうという気持ちが働くようです。 

いろいろ工夫してみるのが楽しいですね。 


